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２００８年１２月１８日 
報道各位 

三菱地所株式会社 
 

（仮称）丸の内１-４計画／計画概要について 

 
千代田区丸の内一丁目において、三菱地所株式会社、住友信託銀行株式会社、三菱ＵＦＪ信

託銀行株式会社、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行の 4 者共同で検討を進めて参りました「（仮称）

丸の内１-４計画」（東銀ビルヂング並びに住友信託銀行東京ビル、三菱 UFJ 信託銀行東京ビ

ルの敷地における街区一体の建替再開発事業）について、この度、プロジェクトの概要が概ね

纏まりましたので、お知らせいたします。 
当社は、丸の内再構築第２ステージの第２弾プロジェクトである本事業を通じ、丸の内再構

築の更なる「拡がり」と「深まり」を目指します。 
 
【計画概要】 

所 在 地      東京都千代田区丸の内一丁目４番２号他 
主要用途      事務所・金融店舗・店舗・駐車場等 
敷地面積      ８，０３３．９４㎡ 
延床面積      約１４１，０００㎡ 
階 数      地下４階、地上 27 階、塔屋 2 階 
高 さ      約１５０m  
設計監理      株式会社三菱地所設計 
予定工期      ２００８年１２月解体着工～２０１１年秋新築工事竣工 

 
【プロジェクトの特徴】 
１． 多様な都市機能の整備 
・ 「丸の内」と「大手町」の結節点に立地する本計画において、金融の中枢機能が集積

している当エリアにふさわしい高度で高質な国際的業務機能を整備します。 
・ 大名小路に面した区画には、住友信託銀行並びに三菱 UFJ フィナンシャル・グループ

の店舗・営業拠点等を配置する計画とします。 
・ 丸の内エリアで最大級のフロア面積となる、１フロア当たり３，０００㎡を超える大

型オフィス空間を整備します。 
・ 地下１階と１階部分を中心に商業店舗を配置し、丸の内仲通りの街並みの連続性と新

たな賑わいを創出します。 
 

２．ネットワーク空間の形成 
・ 隣接する日本工業倶楽部会館・三菱 UFJ 信託銀行本店ビル敷地と地上・地下で接続す
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ることにより、東京駅から新丸ビルを経由し大手町駅へとつながる新しい歩行者ネッ

トワークを構築し、賑わいと回遊性を創出します。 
・ 地下鉄５路線が乗り入れる「大手町駅」に隣接し丸の内仲通りの起点に位置する本計

画地において、大手町駅との地上・地下結節空間を整備します。 
 
３．環境共生への積極的な取り組み 

・ 本計画建物では、東京都の定める建築物環境計画書制度の基準を上回る性能を確保す

ると共に、CO2 排出量削減に積極的に取り組み、環境に配慮した最先端ビルを目指し

ます。 
・ 環境に配慮した外装や高効率設備の採用により、環境性能評価である CASBEE‐S ク

ラスの取得を予定しています。 
・ 仲通りの街路樹の連続性を創出し、低層部において緑化に取り組むなど、緑豊かな計

画としています。 
      
【開発手法】 

・ 隣接する日本工業倶楽部会館・三菱ＵＦＪ信託銀行本店ビル敷地に係る特定街区を本

計画地に拡大して指定を受けることにより、一体街区としての整備を行います。 
・ 特例容積率適用地区制度の活用により、高度利用を図る計画としています。 

以上 
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□ 外観パースイメージ（永代通りより） 

 
             


